
花よ天まで 

 

～そこで生まれて そこへと帰る 

人は忘れてしまうけれど なつかしい～ 

 

花は初めは種でした  種は泥の中から芽吹く 

泥は育むすべての命  命時をかけて育まれる 

 

天より降りし尊きいのち  泥の中へと沈みゆく 

泥は育む幾多の命  時が来ればつぼみたち膨らむ 

 

花よ 花よ 泥より出でて 

花よ 花よ 美しく咲きほこれ 

※もう一回繰り返し 

 

むかしむかし天の神は  黄金の種を地に撒いた 

種は泥の中でかき混ぜられて  生きとし生けるものとなりました 

 

生きとし生ける命たちよ  皆々一つに連なりて 

一人一人が花開くなら  美しきみろくの世が開く 

 

花よ 花よ 天へと向かえ 

花よ 花よ 美しく咲きほこれ 

※もう一度繰り返し 

 

花よ 花よ 天まで届け 

花よ 花よ 美しく咲きほこれ 

※もう 2回繰り返し 

 

～そこで生まれて そこへと帰る 

木の花咲き乱れる ここは桃源郷 

桃源郷（三回繰り返し）～～～ 

 


